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Ⅱ 本園の歴史・本質的価値 

１. 文化財指定の概要 

本園は、文化財保護法第 109 条第１項において名勝に指定されているものである。本園につ

いて、名勝としての芸術上または観賞上の価値を整理するため、本園の名勝指定に関する事項

を以下に示す。 

１－１ 指定に至る経緯 

本園は、当時の多摩地域に多くみられた別荘庭園のひとつで、三菱合資会社営業部長で後の

南満州鉄道株式会社副総裁・貴族院議員を歴任した江口定條
さ だ え

の別荘として、大正２（1913）年

から大正４（1915）年にかけて、武蔵野の自然を生かしてつくられた別荘庭園である。 

昭和４（1929）年には後に三菱合資会社副社長となる岩崎彦彌
ひ こ や

太
た

により買収され岩崎家の別

荘となり、回遊式林泉庭園として整備された。 

その後、昭和 49（1974）年に東京都が公園用地として買収し、昭和 51（1976）年より暫定開

放、昭和 54（1979）年に有料制の都立殿ヶ谷戸庭園として正式開園した。 

本園は、平成 10（1998）年３月に文化財保護法及び東京都文化財保護条例に基づく東京都の

名勝に指定され、さらに、平成 23（2011）年９月に文化財保護法に基づき国の名勝に指定され、

今日に至っている。 

 

１－２ 指定告示 

名勝指定告示の内容を以下に示す。 

（１）東京都指定名勝 

①指定年月日  
平成 10（1998）年３月 13 日 

 ②指定名称 

   殿ヶ谷戸庭園 

③面積     
17,701.89 ㎡ 

④指定説明 

東京都教育委員会が平成８年から実施している「名勝現況調査」（調査団長 井手久登委員）

の一環で行われた現地調査の結果に基づくものである。 
国分寺崖

がい

線
せん

の南縁にあって、典型的な段丘
だんきゅう

崖
がい

を含んだ地形を巧みに生かして作庭された変

化に富んだ回遊式林泉庭園である。崖下の湧水を巧みに生かし、樹林間には武蔵野の自然を

残しながら、崖下のモウソウチク等の鬱蒼とした樹林とアカマツ・カエデ・モッコク等岩崎

家によって植栽された崖上の明るい芝庭のコントラストを特徴とする庭園である。大正年間

の資料によると「武蔵国分寺随冝園江口
え ぐ ち

別墅
べっしょ

」とあり、随冝とは「よろしきに従う」の意味で

朱子全書や白楽天の漢詩に出典をみることが出来る。この庭園の名称は岩崎家には引き継が
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れなかったらしいが、扁額が現存している。 
大正から昭和初期にかけて多摩地域に開発された別荘地に残された数少ない庭園の一つで

あり、国分寺崖線名勝群を代表する多摩の庭園である。また、庭園を保全するために国分寺

崖線の意義と周辺地域への配慮が今なお図られていることは、名勝の保全のあり方に大きな

示唆を与えるものである。 

※本文中の表記「宜」は「冝」に、「廻」は「回」に書き換えている。 

※本文中の年号は、漢数字を算用数字に書き換え、西暦を付記している。 

 
（２）名勝 

①指定年月日  
平成 23（2011）年９月 21 日 

②指定名称 

   殿ヶ谷戸庭園（随冝園） 

③面積     
17,573.96 ㎡ 

④指定説明 

【説明】 

昭和初期に岩崎彦彌太が段丘崖の湧水・樹叢を生かして改修した別荘庭園である。 

【詳細解説】 

武蔵野段丘の南縁を成す東西方向の段丘崖は「国分寺崖線」と呼ばれ、随所に小さな「谷戸
や と

」

が段丘を刻んでいたり、「ハケ」と呼ばれる崖線の下端部付近の礫層から浸出する湧水が沼地を

造っていたりする。殿ヶ谷戸庭園は、そのような崖線の地形と湧水を利用し、武蔵野を代表す

るアカマツ・クヌギ等から成る雑木林の風致を生かして造られた近代の別荘庭園である。 

三菱合資会社の社員で、後に南満州鉄道副総裁から貴族院議員にもなった江口定條（1865

～1946）は、大正２年（1913）～４年（1915）に、この地に別荘を構えた。建築は当時流行し

た和洋折衷の意匠・構造を持ち、庭園は赤坂の庭師であった仙石
せんごく

荘
そう

太郎
た ろ う

により作庭され、「随

冝園」と名付けられた。 

その後、昭和４年（1929）に、三菱合資会社の経営者であった岩崎本家三代目の岩崎彦彌

太（1895～1967）が江口家から別荘を買い取り、「国分寺の家」として親しむようになった。

彦彌太は、昭和９年（1934）に津田
つ だ

鑿
さく

の設計により、中庭及びサンルーム状のベランダなど

を備えた一部二階建を含む和洋折衷の木造主屋に建て替え、敷地の北西隅部に鉄筋コンクリ

ート造の蔵（倉庫）を新築した。同時に、茶室を伴う庭園建築として紅葉亭を新築するとと

もに、主屋
お も や

前面の芝生地と崖線下方の湧水及び園池から成る回遊式庭園を完成させた。 

別荘の敷地は、南に張り出す段丘の東辺に当たり、比高が 10 メートル以上もある崖線の傾斜

地を挟んで、段丘上面の平坦地から下方の沼沢地へと及んでいる。それは、①敷地東辺の北寄り

に位置する元の正門の位置から、段丘上の中央部に位置する主屋西側の玄関前の馬車回しへと通

ずる導入路（馬車道）をはじめ、②主屋の南東面を中心として、段丘上に広く展開する芝生地の
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洋風庭園、③アカマツ・モミジ及び竹林などの樹叢とクマザサに覆われた崖線の傾斜面、④段丘

上面の井戸からの導水及び崖線の下端付近からの湧水を集めて造成された次郎弁天池を中心と

する和風庭園の四つの部分から成り、それぞれ道・石段・延段などによって結ばれている。 

主屋の南面は、広々とした芝生地にアカマツ・モミジ、景石を配した広場となっており、

南に張り出す段丘の上面とその東の崖線に沿って、遙かに通視のきく場所である。主屋に近

い位置には、江口定條が別荘を所有した頃からのエノキが現存する。 

主屋から広場の西辺に沿って南へと延びる園路は、敷地南端の藤棚において行く手を北東

へと転ずる。クマザサに覆われ、アカマツ・タギョウショウが疎らに叢生する段丘崖の縁辺

を緩やかに降ると、傾斜面の裾部をクロボクで組んだ道の下方にモウソウチクの竹林が広が

り、さらに降ると次郎弁天池のほとりに出る。 

次郎弁天池は、ハケの湧水によって形成された小さな沼沢地で、水面の北西寄りに中島が

ある。西側の段丘崖の下端近くに石を組み、そこから僅かに湧き出す水が静かな流れを造り、

その合間に打たれた飛び石伝いに進むと、道は段丘上方の紅葉亭へと通ずる急な登りとなる。

葛
つづら

折
お

りの道沿いには、紅葉亭西側の井戸からの水を導く石組みの流れがあり、その途上には

四段の滝石組みがある。 

紅葉亭は、十畳・六畳の座敷の縁先に広い庇を付けた離れ座敷風の庭園建築である。その

小暗い庇の軒先からは、樹間の下方に次郎弁天池の水面を垣間見られるにすぎないが、往時

は多摩川の低地と背後の多摩丘陵を遙かに見わたすことができたとされる。 

このように、殿ヶ谷戸庭園は江口定條の随冝園に端を発し、昭和初期に岩崎彦彌太が改修

を加えた東京郊外の別荘庭園で、国分寺崖線の地形、縁辺部の湧水、傾斜面に叢生する雑木

林など、豊かな自然環境を生かした優秀な風致景観を伝える。同時代に作庭された類似の武

蔵野の別荘庭園の中でも、当時の風致景観を最もよく残し、その芸術上・観賞上の価値は高

い。よって、名勝に指定し、保護を図ろうとするものである。 

※本文中の年号は、漢数字を算用数字に書き換え、西暦を付記している。  



Ⅱ 本園の歴史・本質的価値 

 5

１－３ 指定範囲 

殿ヶ谷戸庭園（随冝園）の文化財指定範囲及び面積等について以下に示す。 

所 在 地：東京都国分寺市南町二丁目 

指定面積：17,573.96 ㎡（名勝） 

開園面積：21,123.59 ㎡（都市公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

 

図１－１ 指定範囲図 

凡 例 

     名勝 指定範囲 

（平成23（2011）年９月21日） 

     都市公園開園区域 
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２. 本園の変遷 

本園の価値を把握するため、庭園の歴史的変遷及び周辺環境の変遷を以下に整理する。 

２－１ 歴史的変遷 

本園の歴史は、江口定條が、大正２（1913）年に国分寺崖線の台地と段丘崖の湧水や豊かな

植生を有するこの地を別荘としたことに始まる。 

定條は、和洋折衷の主屋を建て、赤坂の庭師であった仙石荘太郎に依頼し、地形や湧水、植

生を活かし、台地に明るく開けた芝生地と武蔵野の自然を生かした庭園をつくった。当時は鉄

道網の整備が進む中、東京の郊外に、武蔵野の自然を求めて別荘が建設されはじめた時代であ

り、本園もその一つであった。台地上の建物からは、明るい芝生地と斜面林、遥か遠くに多摩

川や低地の水田、遠くの山々などを望むことができた。 

昭和４（1929）年になり、後に三菱合資会社副社長となる岩崎彦彌太の所有となった。彦彌

太は別荘を「国分寺の家」と称し、定條と同様に別荘として利用しながら、彦彌太の嗜好
し こ う

に合

わせて邸宅を建て替え、庭園建築である紅葉亭を新設し、芝生地を整備して、池に滝をつくる

など、本園を回遊式林泉庭園として改修した。また、彦彌太は本園内に、離屋やケンネル（犬

小屋）等の建物、息子の寛彌
ひ ろ や

と近所の子どもたちが遊ぶプール、鴨池、畑を設け、本園内で野

菜等を収穫し、ガーデンパーティーを催すなど、食料自給による週末の生活を楽しんだ。 

戦後、財閥解体や東京都市圏の拡大など社会動向の変化に伴い、昭和30（1955）年から国分寺

駅南口の開設をはじめとする周辺開発が活発化し、その後、本園を含めて都市開発への指向が高

まった。その中で、本園の開発に危機感を抱いた近隣住民による保存運動が起こった。本園を開

発から保存へと流れを変え、昭和49（1974）年に東京都が本園全域を買収し、都市公園でありな

がら庭園としての保存を考慮した必要な園地及び建物の整備を行い、昭和51（1976）年より入場

制限を設けて暫定開園した。入園管理や説明などを官民協働して行う運営がなされ、その後、昭

和47（1972）年から行われていた都立庭園の無料化から保存を考慮した有料化への検討が進めら

れ、昭和54（1979）年４月１日に有料制の「都立殿ヶ谷戸庭園」として正式に開園した。 

平成 10（1998）年に東京都の名勝に指定され、平成 23（2011）年には国の名勝に指定された。 

国分寺崖線にある豊かな湧水や植生は保全継承され、都立庭園として広く一般公開し、現在

に至っている。史料をもとに、現在までの変遷を表２－１に示す。  

 

  
表２－１ 本園の所有者・管理者と名称の変遷 

時代 時 期 所有者・管理者 名称 

大正 
大正２－昭和４年 1913-1929 江口家（江口定條） 

随冝園、江口家別邸、 

江口別墅 

昭和 昭和４－昭和49年 

1929-1974 岩崎家 国分寺の家、国分寺別

邸、岩崎別邸、殿ヶ谷

戸公園 

 1929-1967 岩崎彦彌太 

 1967-1974 岩崎寛彌 

昭和 49 年－現在 1974-現在 東京都 

殿ヶ谷戸公園、旧岩崎別

邸、都立殿ヶ谷戸庭園※１、

殿ヶ谷戸庭園※２、殿ヶ谷

戸庭園(随冝園)※３ 

平成 

令和 

※１：開園時（昭和 54（1979）年）の本園名  ※２：東京都指定名勝の本園名  ※３：国指定名勝の本園名 
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本園の歴史的変遷を、所有者・管理者や特徴的な事象を踏まえ、表２－２のように４つの時

代に区分し、以下に変遷の内容を示す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
   

表２－２ 本園の時代区分 

 
時 代 時 期 所有者・管理者 特徴的な事象 

Ⅰ 江口家の時代 
大正２－ 
昭和４年 

1913-1929 
江口家 
（江口定條） 

①土地を購入し、別荘として建物、庭園の
整備（大正２(1913)-４(1915)年） 

Ⅱ 
岩崎家の時代１ 
（戦前） 

昭和４－ 
昭和 20 年 

1929-1945 
岩崎家 
（岩崎彦彌太） 

①庭園含む敷地買収（昭和４(1929)年） 
②主屋の建て替え、池の改修、滝の新設、
紅葉亭及び倉庫ほか７棟の建設、馬車道
の整備（昭和９(1934)-13(1938)年） 

Ⅲ 
岩崎家の時代２ 
（戦後） 

昭和 20－ 
昭和 49 年 

1945-1974 
岩崎家 
（岩崎彦彌太、
寛彌） 

①財閥解体に伴い彦彌太が三菱合資会社の副
社長を辞任（昭和20（1945）年） 

②土地売却による本園縮小（昭和 20(1945)-
46(1971)年ごろまで） 

③主屋の一部除却（昭和36（1961）年）、本
園西側及び北側の木造住家等６棟の除却
（時期不詳）、北側に木造平屋３棟の建設
（昭和36（1961）年） 

④岩崎家所有のまま「殿ヶ谷戸公園」として都
市計画決定（昭和37(1962)年） 

⑤本園の用途地域変更を含む都市計画変更案
配布（昭和47(1972)年） 

⑥本園の保存を願う活動が住民運動に発展
（昭和47(1972)年） 

⑦東京都が本園の買収と公園整備事業化を決
定（昭和48(1973)年） 

Ⅳ 都立庭園の時代 
昭和49年－ 
現在 

1974-現在 東京都 

①本園の敷地買収（昭和49(1974)年） 
②公園化に向けた整備（昭和50(1975)年） 
③主屋の一部除却・改装、本園西側及び北

側建物４棟の除却（昭和51（1976）年） 
④利用制限を設け暫定開放、官民協働運営

開始（昭和 51(1976)年） 
⑤都立庭園の無料化と再有料化（昭和

47(1972)-54(1979)年） 
⑥本園の有料化及び都立殿ヶ谷戸庭園と

して正式開園（昭和 54(1979)年） 
⑦東京都公園協会による管理開始（平成９

(1997)年） 
⑧東京都指定名勝（平成 10(1998)年） 
⑨国指定名勝（平成 23(2011)年） 
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岩崎家の時代１（戦前） 
昭和 13（1938）年以前 

岩崎家の時代２（戦後） 
昭和 49（1974）年 

都立庭園の時代 
現在 

図２－１ 本園の変遷図 
上：「国分寺別邸配置図」、中央：図タイトル不明（現況平面図）、下：「現況平面図」 

（左を北に図面を回転） 
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図２－２ 主屋の変遷図 
「殿谷戸公園建物新設改修除却工事 改修平面図」（東京都資料）を基に作成 

N 

建設時の主屋（昭和 9（1934）年） 
 延床面積 547.8 ㎡（２階建） 

一部除却・改修①後の主屋（昭和36（1961）年） 
 延床面積 268.64 ㎡（平屋） 

一部除却・改修②後の主屋（昭和51（1976）年） 
 延床面積 219.48 ㎡（平屋） 
※現在の管理所 
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Ⅰ 江口家の時代 

この時代は、大正２（1913）年から昭和４（1929）年までの、江口定條が別荘として本園を

築造し、岩崎家が本園を買収するまでの時代である。 

（１）本園整備の経緯 

江口定條は、大正２（1913）～４（1915）年に、この地に別荘を構えた１）。この地の選定理

由は明らかでないが、定條は、山を愛し北アルプスの山小屋「燕
えん

山荘
ざんそう

」の会長を務めるなど２）、

自然を愛好した人物であったようで３）、以下のような時代背景によるものと考えられる。 

この地はもともと樹林地であり（図２－３）、国分寺崖線に位置し、起伏に富んだ地形と湧

水４）等を有していたことに、定條は着目したと推察される。 

また、時代の背景として、別荘の発展が挙げられる。わが国において、大都市を離れた郊外に立

地した別荘は、明治時代に来日した外国人の商人・宣教師・教師が国内につくった避暑地の別邸が

はじまりで、夏期に避暑地で１～２ヶ月の長期休暇を過ごすスタイルであった３）。これらの別荘は、

避暑避寒を目的として、海や山などの景観のよい景勝地に立地しており、別荘庭園を考える上で、

庭や建物に「眺望」の要素が取り入れられたことが、それまでの庭園とは違う点である３）。 

明治22（1889）年に東海道線（新橋－神戸間）全線開通、横須賀線（大船－横須賀間）開通、明

治24（1891）年に日本鉄道（上野－青森間）開通など、明治中期には急速に鉄道網が整備され、別

荘地は拡大する。鉄道網に沿って海浜では湘南、房総、山や高原では日光、箱根、軽井沢、那須等

へ別荘地がつくられた３）。明治後期になると、東京近郊に別荘地を求める動きが現れる３）。「戦前

の武蔵野における別荘の立地とその成立背景に関する研究」では、武蔵野における近郊保養型別荘

の成立背景として、「健康志向の高まり」「交通の発達」「新しい風景観」の誕生の３点を挙げてい

る５）。新しい風景観とは、国木田独歩が発見した、新しい自然、風景としての武蔵野の美であり、

この発見により、伝統的な花鳥風月を愛でる風景観から抜け出し、近代的な風景観が根づいていく

こととなる５）。大正初期には、武蔵野の魅力を語ることが一種の流行となった５）。 

東京郊外に構えられ始めた別荘は、現在の「国分寺・小金井地区６）」「調布・成城地区６）」

「二子玉川地区６）」の３地区にまとまって分布し６）（図２－４、表２－３）、現在の東急、小

田急といった郊外電車が延び、大規模な宅地開発が始まる前の、敷地選択が比較的自由な時

期に別荘敷地を取得している６）。 

立地の地形的な特徴として、およそ半数が開析谷に関与するように敷地を取得している６）。

これらは避暑などの気候の違いを求めて海浜や高原に構えられた別荘とは異なるタイプの別

荘で、自然環境には優れているものの気候風土があまり変化のない東京近郊に構えられた５）。 

こうした人物・自然・時代などが、定條がこの地に本園を設けた背景として考えられる。 
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表２－３ 別邸敷地取得年・所有者一覧 

「明治・大正期の別邸敷地選定にみる国分寺崖線の風景文化論的研究 別邸番号および敷地取得年・所有者一覧」

をもとに作成 

地区  名称 所有者 職業 

 

Ａ 

国 

分 

寺 

・ 

小 

金 

井 

地 

区 

 

 小橋邸 明治 42 年小橋寿 

→昭和 20 年中村研一 

軍人 

→洋画家 

● 波多野邸 大正 1 年波多野承五郎 

→川島三郎(昭和) 

浅野セメント重役 

→三井鉱山重役 

 小山邸 大正 2 年小山善 

→昭和 8年小山善夫→昭和 22 年小山善之 

→一部を東京都が買収 

医師(東京旧市内) 

 天野邸 大正 3 年天野啓次郎  

● 江口邸 大正 3 年※江口定條別荘 

→昭和 4年岩崎彦彌太 

南満州鉄道株式会社副総裁 

 岩村邸 2 軒の家 

→大正 3年岩村俊武 

→分譲地(戦後) 

海軍中将 

 富永邸 大正 3 年富永謙治 

→昭和 36 年富永次郎(次男) 

青梅鉄道社長 

→大学教授 

 今村邸 大正 7 年今村繁三 

→昭和 15 年日立中央研究所 

今村銀行の頭取 

○ 前田邸 前田武四郎(大正 7年取得、大正 8 年建築) 日本電機株式会社創設者 

 竹尾邸 大正 8 年竹尾藤之助  

 山田邸 明治 19 年松浦武四郎 

昭和 9 年山田敬亮 

→昭和 15 年中島知久平 

(一畳敷の建設者) 

→日産財閥役員 

→鉄道大臣 

 前田邸 昭和 15 年前田友助 医師(赤坂) 

凡例 ●：現存するもの   ○：現存はしないが、図面等の資料の入手が可能なもの 

※表はもとの史資料のとおり大正３年としているが、江口邸は大正２年から築造されている 

※もとの史資料では江口定條の職業は満州鉄道副総裁となっているが、表では正式名称に基づく南満州鉄道株式会社

副総裁と記載している 
 

図２－３ 明治期から昭和期にかけての国分寺崖線における別荘の分布 

「明治・大正期の別邸敷地選定にみる国分寺崖線の風景文化論的研究 図２－４別邸の分布」に鉄道と凡例、本園位置を加筆 

赤矢印先に示す●が本園、図より、別荘は鉄道沿線と国分寺崖線が近い場所に分布していることがわかる 

凡例：●現存する別邸 ○現存しない別邸 

↓江口邸 
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建築は当時流行した和洋折衷の意匠・構造をもち、庭園は赤坂の庭師であった仙石荘太

郎により作庭され、「随冝園」と名付けられた１）。園名の書は現存しており、書の署名には

「湯化龍」の名がある（図２－４）。この書は岩崎家や東京都に引き継がれ、現在は本園の

主屋展示室に掛けられている。 

湯化龍は、清朝末から中華民国初期にかけての政治家で、明治 39（1906）年に日本へ留

学し、明治 45（1912）年には中華民国臨時政府の法制局副総裁に任命された３）。定條は明

治 39（1906）年に三菱合資会社の鋼業部副部長として、清国視察に赴き、その後、貿易な

ど多くの事業が進められた３）。定條と湯化龍の繋がりは明らかではないが、日本か中国の

いずれかで揮毫されたものであろう３）。 

園名の由来は明らかでないが、随冝とは「よろしきに従う」の意味で朱子全書や白楽天

の漢詩に出典をみることが出来る７）。 

   

図２－４ 江口家別邸主屋の和室に掲られていた「随冝園」の書（現存） 
大正２～昭和４（1913-1929）年 殿ヶ谷戸庭園 
写真左側、署名として「湯化龍」の名がある 
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（２）庭園の整備 

庭師仙石荘太郎は八芳園で自然を生かした庭を手掛けており３）、本園は、崖線の地形と

湧水を利用し、雑木林の風致を生かして１）、武蔵野の自然景観を大切にした庭園意匠でま

とめあげた２）とされている。現在の本園は、当時の風致景観を残し１）、この時代に、池を

含む周辺の庭８）などの整備により、本園の骨格がつくられたと考えられる。 

当時の本園の様子を示す資料として、大正８（1919）年の「随宜園の一夕」、昭和３（1928）

年の「随宜園の清遊」に本園を訪問した記事があり、大正８（1919）年頃の様子として「園

は小丘の上にあり、自然を應用して起伏に富み、杉のむら立、松の並木などいとおもしろ

く、門前の街路を挟んで、風致に富む小高き岡あり、座敷の前方には武藏野の曠野
こ う や

展開し

て眺望頗
すこぶ

る佳し。（中略）園内極めて廣けれど、粗末なる二棟の庵あるのみ。多く自然に任

かせて、人工を加ふるものなく、芝生にあるざれば、甘藷、牛蒡、大根、その他の蔬菜が植

えあり。」９）と記されており、門前の街路を挟んだ先に丘があったことから、入口は本園東

側を通る国分寺街道（当時の道路名、現在は旧国分寺街道）沿いにあったこと、広大な敷

地内は自然に任せた庭の設えであったこと、建物の座敷前方には段丘崖下の眺望がひらけ

ていたことなどが推察される。  

また、昭和３（1928）年頃の様子としては「藤棚を屋根にした庵、そこから府中町一帯を

眺める氣持、それから下に降りて行くと、瓢箪形になつた大きな池、その池に注ぐは別荘の

眞下の地下を潜つて湧き出づる清泉、この清泉たるや眞の清泉で、古来名代の清泉とある。

（中略）笑聲をこの閑寂境で山彦に聞けばと、竹林中に一賢を缺くの思ひがする。」10）と記

されており、台地上の南に府中町を望む位置に藤棚、段丘崖下にひょうたん形の池や竹林が

あったことが推察される。 

主屋と東側斜面林が写る写真（図２－５）からは、江口家の主屋が本園における崖線上

の台地にあり、明るく開けた芝生地と主屋から下に広がる崖線の斜面林の様子がわかる。

「東京公園文庫 47殿ヶ谷戸庭園」（以下、「公園文庫」とする）では、この写真について「居

間の位置等建物全体の方向は現在と変わっていないようで（中略）一番左側に写（原文は

「移」）っている少し斜めの大きな木は、今も本館の前にあるエノキではないかと推測され

る。また、崖線の上にあるマツの木も世代は交代しているかもしれないが、今も当時の様

子を彷彿させるものがある。」２）と述べている。本園の構成は、台地部分に邸宅 11）、その周

辺を芝生地にし、開けるような設え 11）、尾根型の斜面の先端部に建物や重要な眺望点を位

置づけている 11）など、当時の郊外における別荘の特徴が表れている。撮影位置は不明であ

るが、崖線上台地からの眺望とされる写真（図２－６）からは台地から眼下に広がる崖線

の斜面林と平野の眺望がみてとれる。 

岩崎家の時代の建物建て替え時と推察される図（図２－７）に描かれた池は、岩崎家の

所有となり紅葉亭を建設する以前に改修したことを示す資料がないことや、岩崎家による

改修後の現在の池の形と形状が異なること、史資料に記載された当時の池の様子であるひ

ょうたん形のようにくびれた形状をしていることなどから、江口家の時代の庭園の様子を

表していると推察される。   
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図２－７ 江口家の時代とみられる池周辺「国分寺御邸住居附近図」（部分抜粋、北を上に回転） 
昭和９（1934）年以前 株式会社三菱地所設計所蔵 

図は岩崎家所有となってから改修後の池の別図案があること、 
ひょうたん形のようなくびれた形状などから、改修前の池と推察される 

図２－６ 本園の台地からの眺望「武蔵国分寺随宜園江口別墅 別邸崖線上より望む景色」 
大正２～昭和４（1913-1929）年 東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

台地からは崖線の斜面林と平野が眼下に広がる 

図２－５ 江口家建物と松林「武蔵国分寺随宜園江口別墅 江口家別邸（東側松林）」 
大正２～昭和４（1913-1929）年 東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

写真左端の樹木は現存する主屋前のエノキと推察、建物手前には芝生地が、右側には斜面林が広がる 
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本園の入口付近の様子として、国分寺街道を北側から見下ろした写真（図２－８）から、

写真左の樹林と水田を横目に、別荘の間の国分寺街道を通って写真右の郊外別荘に入り、

主屋に至ることから、入口前の国分寺街道と水田も、別荘内部への長い導入路の景観の要

素として含める意図があったと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

図２－８ 国分寺街道（現在の旧国分寺街道）から府中方面の眺望 
大正 13（1924）年頃 シンカイ写真館所蔵 

写真右側が本園、左側は水田と樹林が広がっている 
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（３）建物の整備 

大正12（1923）年の地形図（図２－９）に、本園の敷

地に建物が示されている。古写真（図２－５）や公園文庫

の考察などから、主屋は現在のサービスセンターと大き

さは異なるもののほぼ同じ位置にあったとされている。

木造２階建で、南側を正面として中央に玄関を設け、左

側を寄棟半切妻屋根、右側を寄棟屋根とした洋風の造り

である３）。屋根はスレート葺と推察される３）（図２－10）。

室内写真（図２－11、12）によって、１階は玄関の左手に

書斎、右手には南側にベイウィンドウを張り出した居間

が設けられていたようで、いずれも椅子とテーブルを配

した洋室であった３）。また、その奥には東側の庭園に面し

て和風の座敷が接続していたことも、外観写真（図２－

５、10）や和室の室内写真（図２－12）によって判明する

３）。和室には、現存する「随冝園」の書が掲げられていた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

図２－10 主屋正面 「武蔵国分寺随宜園江口別墅 
江口家別邸（南側正面）」  

大正２～昭和４（1913-1929）年 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

東側にも建物が続いている 

図２－13 主屋内の和室 「武蔵国分寺随宜園江口
別墅 江口家別邸（和室）」 

大正２～昭和４（1913-1929）年  
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－11 主屋内の書斎 「武蔵国分寺随宜園江口
別墅 江口家別邸（書斎）」 

大正２～昭和４（1913-1929）年 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－12 主屋内の居間 「武蔵国分寺随宜園江口
別墅 江口家別邸（居間）」 

大正２～昭和４（1913-1929）年  
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－９ 大正 12（1923）年頃の国分寺駅
周辺 大日本帝國陸地測量部発行 五万分
一地形図東京十號（共十六面）「青梅」 

国立国会図書館所蔵 
駅を南北に横断する幹線道路と駅南東 
部の間が本園、数棟の建物がみられる 
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（４）庭園の利用 

大正８（1919）年頃の本園については、「一隅に豚小屋をしつらへ、千葉縣小岩井農場より

来れるヨークシヤア数頭飼ひあり。（中略）野菜もまたすべて園主手ずから作りたるものなれ

ば、新鮮言うべくもなく、薩摩薯、大根、蕪などすべての御馳走は園内のものゝみ。（中略）

泉を掬いし、菊を採り、園内を逍遥して主人手作りの野菜に腹を肥やし」９）と記されている

ほか、定條は海外に広く知己がおり、この人士らの招待には常に本園にてもてなし、日本の

学生や留学生などは時折本園を訪れ一日の歓興を恣にしたとされる９）。また、定條の本園の

利用については「我は新鮮なる空氣を呼吸し庭園を散策し、英氣を養ふとゝもに静かに読書

に耽り、来訪の客あれば喜んで迎え、自由に逍遥せんことを願ふのみ。是園主の別荘観なり。」

９）と記されている。 

昭和３（1928）年頃の本園については、「門を入ってダラダラ坂になつた通路を自動車は駆

け上つて玄関口に止まると、主人香村先生（定條は江口香村居士、香村先生と呼ばれていた）

は和服姿で出迎へながら宛がら何百畳かの廣さに青毛氈を敷いたやうな芝生へと案内、その

中央に大卓を囲む数脚の籐椅子。（中略）そこで主人の案内で雨翁を始め淡中、次田、宅野の

諸君、それに上野無私庵の女将が交つて園内を一巡する。」10）と記されているほか、主屋では

来訪者が応接室のソファーに座りながら庭園を肴に楽しむ様子や、日本間で十人以上が一堂

に集まり、日比谷山水樓出張の中華料理の食卓を楽しんだ様子が記されている 10）。 

以上から定條は、本園内で豚の飼育、野菜の栽培をする傍ら、本園を散策し、読書に耽る

など、空気の新鮮さや優れた自然環境の中での気ままな暮らしを本園に求めていたことが推

察される。また、本園の来訪者は、定條を慕う知人のほか、国内外の学生や定條が招待した

海外の知己など広く及び、来訪者には本園内で採れた野菜を使った食事や有名店からの出張

中華料理を提供するほか、散策して園内の池や花を楽しみ、主屋前の芝生に卓を据え、共に

周辺の風景を楽しみながら談笑するなどでもてなしていたことが推察される。 

庭園の管理は、大正２（1913）年10月（図２－14）

から、昭和51（1976）年までの間、庭師の石川長三郎
ちょうざぶろう

・

宗
そう

三
ぞう

親子二代にわたり管理が任されていた３）。石川長

三郎は、定條に池の掃除人として雇われた100人のう

ちの１人であった 12）。掃除後に定條から、「今後庭の

維持管理を任せたい」として指名された 12）。 

石川長三郎は、定條より支給された法被を着て作業

し 12）、庭園の管理において、樹林は定條の指示により、

余り手を加えないこととしていたらしいが、アオキなど

の実生木は抜き取り、落葉樹林は毎年落ち葉かきが行わ

れていた２）。 

 

   

図２－14 江口家から石川長三郎に贈られた感謝状 
昭和４（1929）年 石川二三代氏所蔵 
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Ⅱ 岩崎家の時代１（戦前） 

この時代は、昭和４（1929）年から昭和 20（1945）年にかけて、岩崎彦彌太が本園を買収し、

「国分寺の家」として建物を建て替え・新設し、庭園を改修した時代である。 

 

（１）本園改修の経緯 

後に三菱合資会社の副社長となる岩崎彦彌太は、昭和４（1929）年に１）、江口家から本

園を買い取り、「国分寺の家」として親しむようになった１）。買い取りの経緯は明らかでは

ないが、定條は当時 64歳で、大正 14（1925）年から如水会理事長となり、昭和６（1931）

年には、南満州鉄道株式会社副総裁を任命されるまでの節目の時期であり、三菱合資会社

の地位（退社前は総理事）から、17年間利用した本園を信頼のおける岩崎家に譲ったとみ

るのが妥当であろう３）。 

彦彌太が所有した敷地は、本園周辺の土地も含め、１万坪（3.3ha）の広さがあったとい

う２）。そこには農地、栗林、鴨池、プール、ケンネル（犬小屋）などが備えられていた２）。

彦彌太は、津田鑿の設計で昭和９（1934）年より主屋・紅葉亭・倉庫等を新築し８）、主屋前

面の芝生地と崖線下方の湧水および園池からなる回遊式庭園を完成させた１）。 

 

（２）庭園の整備 

彦彌太により、紅葉亭の建設にともなって、そこからの景観である崖下の湧水を用いた

池は改修され、滝の石組がなされた３）。庭園の主景となる芝生地は江口邸を受け継いでい

る３）。また、アカマツ・カエデ・モッコク等７）を植栽し、特にモッコクは、彦彌太が好ん

で植えた２）。当時、本園東側を通る国分寺街道（現国分寺市道）からの導入路となっていた

長い馬車道は、同じ明治・大正期の庭園である旧岩崎邸庭園や旧古河庭園に見られる長い

馬車道のアプローチと同様、この時期に作られた庭園の典型的な形態を有している３）。 

図２－15 には、彦彌太による改修がなされ、東側の水田を含んだ敷地の様子が描かれて

おり、馬車道を本園の入口として、主屋、紅葉亭、滝、回遊する園路などのほか、西側には

プール及び離家
はなれや

、北側にはケンネル（犬小屋）、住居及び車庫などが見てとれる。崖線上の

台地には、南側に視点場と見られる施設があるほか、主屋より望む芝生地による開けた洋

風の空間となっており、紅葉亭から見晴らす竹林や自然湧水を利用した池周辺の和風庭園

と合わせて、この時の和洋折衷庭園の典型的な姿を良く残している３）。両者は崖の地形を

利用して巧みに領域を分けられており、それぞれの空間が干渉することなく崖線の地形の

なかに配置されている３）。園路は主屋、プール及び離家、南側の施設、池、紅葉亭を結び、

曲線を描きながら園内を回遊するように設けられている。他の図の作成年代から、この形

は昭和 10～12（1935-1937）年頃には、ほぼ完成していたと考えられる３）。 
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図２－15 岩崎家による改修後の本園の状況「国分寺別邸配置図」 
株式会社三菱地所設計所蔵  

端部（上図左下）に「31.7.16 写」と記載がある。図には昭和 13（1938）年に建設された倉庫が描かれてい
ないことから、昭和13（1938）年以前の本園の状況を示すものであると推察される 
図面上に主屋(図面では「本家」と表記)、紅葉亭(図面では「四阿」と表記)、五重塔、池には島・滝流れ・沢
飛び・弁天、南側には視点場とみられる施設、西側にプール及び離家、北側に犬小屋・事務所・車庫・住家・
番人住居など、本園より東の水田には池からの導水路が描かれている 
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池の改修について、改修前後の図（図２－16）を比較すると、２箇所の湧水の位置と流

末部分の形、池の南から東側の護岸の形はほぼ一致する。一方で、滝流れや沢飛びが新設

され、改修前に池の岬だった部分は切り取られ、島になっているなどの変化がみられ、も

ととなった池を活かしつつ、新たな要素が付け加えられたことがわかる。 

 

 

 

図２－16 改修前後の池周辺 
上：改修前の池周辺「国分寺御邸住居附近図」  昭和９（1934）年以前 株式会社三菱地所設計所蔵 
下：改修後の池周辺「国分寺御別邸新築倉庫配置図」 昭和 13（1938）年 株式会社三菱地所設計所蔵 

（いずれも部分抜粋、図は北を上に回転） 
上下の図を比較すると、下図の池の北側に紅葉亭、池に中島、滝流れ、沢飛びが加えられていることから、 

昭和 13（1938）年までにこれらが新設されたと推察される 
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（３）建物の整備 

１）主屋 

昭和９（1934）年に建設された主屋を設計した津田鑿は、岩崎家庭事務所嘱託としてイギリス様

式を得意とし、後に東宮御所の造営にも携わる８）。木造平屋一部２階建で、延床面積166坪（547.8

㎡）３）、うち１階が136.5坪（450.45㎡）３）、２階が29.5坪（97.35㎡）３）である（図２－18）。

屋根は入母屋造であるが、葺材に関しては立面図（図２－19）ですべて桟瓦葺として描かれている

ものの、古写真（図２－20）では明らかにスレート葺あるいは金属板の平葺で、雪止めの使用も確

認される３）。また、南側の屋根の一部や煙突のデザインも立面図と古写真では若干異なっている３）。

したがって屋根に関しては、着工直前に変更が加えられた可能性が強い３）。 

建物は前身の江口家主屋と同じように南面して建ち（図２－21）、平面図（図２－18）から正

面西寄りに平屋の洋室棟、東側奥に２階建ての和室棟（図２－22）が並び、それぞれの北側に平

屋の付属部分が接続する。洋室棟は左右の客室と食堂の２箇所にそれぞれ暖炉を備えている（図

２－23、24）。煙突があり、外壁を竪板貼とする洋風の造りであるが、和室棟や付属部分は伝統

的な押縁下見板貼である３）。洋室棟の西側には玄関と応接兼広間（図２－25、26）、南側には芝

生地に面してサンルームを兼ねたベランダ、食堂の北側には配膳室を付設している。和室棟は

１、２階とも10畳と８畳の続き間で、10畳間に床・棚を備え（図２－27）、南側に縁側を設け

ている。付属部分は、洋室棟の北側に台所（図２－28）や執事室、和室棟の北側には洗面・便

所・上浴室（図２－29）や女中室、納戸などが並ぶが、いずれも中廊下によって隔てられ、前

者では中庭、後者では坪庭を設けて採光を確保していることが見てとれる。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－18 岩崎家別邸 主屋平面図（建て替え時） 

「改メ 第壹號 國分寺御住居設計図 縮尺百分之壱 昭和六年十一月十七日」」（上を北に図面を回転） 
 昭和 6（1931）年 11 月 東京都公園協会（東京グリーンアーカイブス）所蔵 
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接客用の洋室棟と居住用の和室棟を独立させ、それぞれの北側に中廊下を配して付属部

分と明確に分離した構成は、当時の中流住宅に通じるものでもある３）。その点では、典型

的な昭和初期の邸宅建築ということもできよう３）。一方で、当時の中流住宅と較べると特

に付属部分の広さが目に付く３）。洋室棟には富豪の洋館にありがちな豪華な意匠は見られ

ず、むしろ控え目で堅実な造りが目に付くが、そのことは、庭園を主としたこの別邸のあ

り方と、昭和初期の合理的な設計思想を示している３）。 

 

 

 

 

 

 

 

図２－19 岩崎家別邸 主屋立面図（建て替え時）「國分寺御住居設計図 第貮號 建図」 
 （部分抜粋、拡大） 作成年不明 株式会社三菱地所設計所蔵 

上から南側立面図、西側立面図、北側立面図、東側立面図 
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図２－20 竣工時の主屋（南西側より撮影） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－21 主屋と芝生地（南東側より撮影） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－22 竣工時の主屋（東側より撮影） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 
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図２－25 主屋玄関（改装現存） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－26 主屋応接間（現存） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－23 主屋客間（現存） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－24 主屋食堂（現存） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス) 所蔵 

図２－27 主屋和室（十畳側）（現存せず）昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－28 主屋台所（現存せず） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 

図２－29 主屋浴室（現存せず） 昭和９（1934）年頃 
東京都公園協会(東京グリーンアーカイブス)所蔵 




